
１．はじめに

本橋は、沖縄県における国道５８号（浦添市）と
国道３２９号（西原町）を東西方向に連結する浦添
西原線の「翁長～嘉手刈」の区間に位置する全三
径間の内、第一径間（Ａ１～Ｐ１間）において県
道２４１号上空を横過する鋼３径間連続細幅箱桁橋
（２主桁橋）である。（図―１）
本橋の鋼桁架設においては、トラッククレーン
ベント架設を基本としたが、県道上交差部の鋼桁
については５００t 吊りトラッククレーンによる県
道の夜間通行規制を伴う大ブロック架設工法を採
用した。
本稿では、県道上交差部の鋼桁大ブロック架設
の現場施工について報告する。（図―２）
工事概要
()１ 工 事 名：浦添西原線１号橋整備工事

（本線橋下り線上部工H２８）
()２ 発 注 者：沖縄県
()３ 工事場所：浦添市前田地内
()４ 工 期：平成２８年１０月１４日～

平成３０年２月２８日

２．現場における問題点

本橋の鋼桁大ブロック架設において使用する
５００t 吊りトラッククレーンの施工ヤードへの据
付作業は、県道の全面交通規制が完了した後、県

道沿いに設営した鋼桁大ブロックの地組立ヤード
に待機させた当該クレーンを架設位置まで移動さ
せ、養生用の敷き鉄板および当該クレーンのカウ
ンターウエイトを取り付けて完了させることにな
る。そして、５００t 吊りトラッククレーンの施工
ヤードへの設置作業完了後、上記の鋼桁大ブロッ
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クの地組立ヤードにて地組立された当該ブロック
を積載荷重１８０t の多軸台車２台にて荷受けを行
い、架設位置まで運搬するとともに、鋼桁大ブロ
ックの夜間架設を実施する架設計画を立案した。
前述したように、鋼桁大ブロックの架設範囲は
近隣住民の生活の足となっている路線バスの供用
区間でもある県道上となることから、当該路線バ
スにおける最終バスの通行時間２３：００と始発バス
通行時間６：００の間（７時間）に鋼桁大ブロックの
架設を安全性を確保した上で確実に完了させると
ともに、県道の交通解放を実施する必要があった。

３．工夫・改善点と適用結果

()１ 大ブロック架設時の現場継手部の精度確保
本工事における鋼桁大ブロック架設の詳細計画
の作成に当たっては、架設大ブロック桁と待受桁
（既架設桁）との現場継手部の仕口角度の挙動と、
仕口調整に必要なベント上でのジャッキアップ量
についての解析（図―３）を実施した。その結果、
当該鋼桁大ブロック現場継手部の仕口調整に必要
となるベント上でのジャッキアップ量は微量であ
ることを確認できたことから、現場継手部におけ
るジョイント作業はヒンジ連結ではなく、モーメ
ント連結を採用することとした。その際、待受桁
側の現場継手部の仕口角度は、中央径間に設置し
たB２ベント反力（作用荷重）を開放することに
加えて、B１ベント上にて５０mmのジャッキアッ
プ作業に対応することにより、現場継手部の仕口
角度を＋２．１mmrad にすることとした。
架設桁側の仕口調整は、大ブロック架設桁の複
数の吊りワイヤーの長さを調整することで対応す
ることとし、５００t 吊りトラッククレーンの吊り
荷重開放前に側径間のB１ベントを開放し P１橋
脚へ大ブロック吊り荷重を移行することに加え、
A１橋台上を＋１２１mmにて荷重支持することで、
現場継手部（J８）に作用する曲げモーメントを
低減させるとともに、エレクションピースの設計
荷重を超過しないように配慮し、安全性を確保し
た。

()２ 各種作業時間の短縮
県道の全面通行止時間を短縮する検討方針は、
通行止め作業の詳細を検討し、下記の通りとした。
①工夫により事前作業に変更可能な作業は事前作
業とする。
②作業方法の工夫により作業時間の短縮可能なも
のを採用する。
③当日作業を事前作業に変更し作業時間を短縮す
る。
具体的には以下の対策を実施した。
１）大型クレーンの選定
大ブロック架設に使用する大型クレーンは、事
前に地組立ヤードにてキャリア、旋回体、ブーム

図―３ 解析図
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を組立てるとともに、架設作業位置まで自走にて
移動可能なクレーン機種を選定した。（図―４）
２）玉掛け設備の先行設置
架設大ブロックの重量は、仮設物を含めてG１
桁で１１７．５t、G２桁で１１２．２t となることから、鋼
桁架設時に所定の安全率を確保するためにはφ７５
の玉掛ワイヤーおよび３０t チェーンブロックが必
要となる。これらの設備は大規模となることから
架設作業に先立ち、大ブロック桁上へ玉掛け設備
を設置することで、作業時間の短縮を可能とした。
（図―５）
３）多軸台車による大ブロック架設桁の荷受け
大ブロック架設桁の地組立架台からこれを架設
場所まで運搬する多軸台車への支持荷重の受け替
え作業は、架設当夜に先立ち事前（日中）に実施
することとし、加えて惜しみ設備についても同様
の処置を施すことで、多軸台車への支持荷重の荷
受け時間を短縮した。（図―６）
４）大型クレーン自車によるウエイト組立作業

大ブロック架設に使用する５００t 吊りクレーン
は、架設位置までの走行完了後、カウンターウエ
イトを組み立てる（自車への設置）必要がある。
通常、本作業は５００t 吊りクレーンに搭載され

た２５t の補助クレーンを使用して行うが、本工事
では、別に手配したクレーン使用することで作業
時間を短縮した。（図―７）
５）多軸台車上での桁架設勾配の事前設定作業
大ブロック架設桁の運搬作業を担う多軸台車の
桁受点上に設置した架台の高さにて大ブロック架
設時の架設桁勾配を再現することで、台車スト
ロークによる勾配調整の最小化を図り、作業時間
を短縮した。（図―８）
以上における対応策()１と()２の実施により作業時
間を短縮し、実作業時間７時間のタイムスケジ
ュールとして鋼桁大ブロック架設作業に対応・実
施した結果、各対応策による具体の効果は下記の
通りとなった。
［大ブロック架設時の現場継手部の精度確保］

図―６ 多軸台車への支持荷重の受け替え作業状況図―４ 大型クレーンの自走状況

図―５ 大ブロック桁上の玉掛設備の事前設置状況 図―７ 大型クレーンへのカウンター設置状況
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５００t 吊りトラッククレーンにより、大ブロッ
ク桁を積載荷重１８０t の多軸台車により地切り完
了後、大ブロック桁を施工ヤードの所定の位置ま
で旋回させ、現場継手Ｊ８を添接したが、その際、
待受桁側のＪ８の現場継手部の仕口角度について
は、概ね解析値と近い値となり、問題なく安全に
添接作業を完了した。その後、架設クレーンのカ
ウンターウエイトおよび養生用敷鉄板を全て撤去
した。（図―９）
今回の架設作業は２主桁を２夜間通行止にて架

設する作業であったが、２夜間共に通行止め時間
時間内に架設を完了することが出来た。（図―１０）
［架設クレーン設置作業］
５００t 吊り架設クレーンの設置作業は、通行止
め実施後、クレーンのアウトリガ養生専用敷鉄板
を２５t 補助クレーンにて敷設し、あらかじめ地組
立ヤードにて組立てられた架設クレーンを自走で
所定の位置へ据付後、カウンターウエイト１１０t を
搭載することで、目標時間（２時間）内で完了した。
［玉掛設備の設置］
玉掛設備の設置は、事前作業にて設備の組立を
桁上で行い、当日作業はクレーンのフックへの設
置のみとした結果、当初計画時間（３０分）内で完
了した。
［大ブロックの架設桁運搬］
大ブロックの架設桁運搬は、地組立ヤードにて、
２台の多軸台車を使用して桁を横取りした後、所
定の位置まで運搬した。多軸台車の桁受点上に設
置した架台と道路勾配にて架設桁の架設勾配を再
現したため、勾配調整の時間を１０分で完了した。
その際、桁運搬はGPSとレーザーポインタを
使用して２台の多軸台車の位置を確認した。

４．おわりに

本橋の県道上の鋼桁大ブロック架設工事におい
ては、県道を通行する路線バス運行時間からの制
約により、夜間交通規制（通行止め）を伴うなど、
作業時間が限定される中での架設作業となったが、
前述した大ブロック継手部の仕口解析や各種施工
における時間短縮対策の実施により、所定時間内
で無事に大ブロック架設を完了させ、交通解放時
間の遅延なく県道を開放することが出来た。
今後も道路開放・第３者に対するリスクを考慮
して施工を検討することが必要である。
本稿が今後の同種工事に少しでも役立てば幸い
である。
最後に、本工事の施工に当たりご指導いただい
た発注者の皆様および本工事に関わった協力会社
を含めた全ての皆様に深く感謝申し上げます。

図―８ 多軸台車による大ブロック架設桁運搬状況

図―９ 大型クレーン桁旋回状況

図―１０ 架設完了状況
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